
       
VOL.5    2013.2.15 発行 

 

プロボノ★プロジェクト進行！ 

NPO 法人「長崎県子ども劇場連絡会」＆ 

「障害児･者 フリースペースの会 遊歩」助成 

「ながさきプロボノ･プロジェクト」は、第１次プロボノ助成団体「NPO法人あすな

ろ」、「NPO法人長崎の食文化を推進する会」から《印刷物サービス》助成申請を

受け、それぞれのプロジェクト･チームは NPO団体の活動を紹介するリーフレットを

助成の成果物として各NPO へ提供した。 「ながさきプロボノ」最初にして生みの 

苦しみを経ながらも NPO団体の期待に応えた成果物第 1号となった。         

今回第２次助成は、応募した団体のうち「NPO法人長崎県子ども劇場連絡

会」、「NPO法人障害児･者フリースペースの会 遊歩」の２団体が助成採択とな

った。ともに助成申請として《営業支援》を掲げている。現在、それぞれの団体毎に

プロジェクト･チームが結成され、当該団体およびステークホルダー等へのヒアリングを

実施し、最も有効的な成果物を提案中である。 

ただ今、第３次プロボノ助成を受ける NPO 団体を募集中です。応募締切り

は２月２８日まで。応募方法については、下記「ながさきプロボノ協議会」まで 

お問合せください。＊2.24 県民ボランティアフェスティバルにブース出展します。 

“あなたの経験が長崎を元気にする”                                    

「プロボノ･ワーカー」を募集しています！ 

                                                                                         

プロボノは、あなたの経験や  

スキルを活かした          

新しいボランティアです！ 

 

ながさきプロボノ･フェア開催 

３年目を迎えた「ながさきプロボノ･プロ

ジェクト」です。フェアは多くの市民や NPO

の皆さんに「プロボノ」を知ってもらい、長崎

を元気にする新しい形のボランティアへ参加

きっかけづくりの場です。フェアは、モロッコで

JICA シニア海外ボランティア（助産師）と

して活動された長崎大学病院勤務の小橋

川直美さんの講演「一歩踏み出してみよう、

なんとかなるさ!」、NPO のプロボノ助成事

例発表、長崎で活動している NPO の出展

ブース交流会など、プロボノが楽しく分かる

プログラムです。 

 

 

〔第１次プロボノ助成物〕 

★NPO 紹介リーフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013.3.23（土）      

「えきまえ」いきいき広場 

 

 

【ながさきプロボノ実績】 

《印刷物サービス》 

NPO あすなろ（下左）、NPO 

長崎の食文化を推進する（右）

の事業目的や活動を紹介する  

リ－フレットを作成提供。 

 

A４四つ折り 

A４三つ折り 

「ながさきプロボノ･プロジェクト」には１９名のプロボノ･ワーカーが参加しています。ス

キルの登録分野は、会計/イベント/企画･申請書/WEB/その他サービス。プロジェク

トは、３０代から６０歳代の幅広い世代のワーカーが、最大６ヶ月間３～５人で  

チームを組んで、NPOからの助成申請に対して成果物を提供していきます。                                                                   

ながさきプロボノ協議会：長崎市馬町 21-1 長崎市民活動センター「ランタナ」 

TEL:095-811-1010 （担当：松尾･岡本）  FAX:０９５－８１１－１０１１    
http://probono.npo-nagasaki.jp ●フェア会場で現物をご覧ください。 

自分の経験やスキルが新しいボランティア《プロボノ》で実践でき、ネットワークの  

拡大やマーケティングの習得にもつながります。あなたも参加しませんか！ 

 

Tel:095-811-1010

